
 

  

「
じ
ゃ
が
た
ら
文
の
お
春
あ
は
れ
と
」
吉
井 

勇 

 

吉
井
勇
は
明
治
十
九
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
明
治
・
大
正
・
昭
和

に
わ
た
り
、
歌
人
、
劇
作
家
、
小
説
家
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
た
。

明
治
四
十
年
、「
五
足
の
靴
」
の
旅
で
本
県
を
訪
れ
た
後
、
何
度
も
来

崎
し
二
百
首
に
も
及
ぶ
長
崎
の
歌
を
残
し
た
。 

イ
タ
リ
ア
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
「
じ
ゃ
が
た

ら
お
春
」
は
鎖
国
令
に
よ
っ
て
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
ジ
ャ
ガ

タ
ラ
（
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
に
追
放
さ
れ

た
。
そ
の
お
春
の
境
遇
に
心
打
た
れ
て
詠
ん
だ
の
が
次
の
歌
で
あ
る
。 

長
崎
の 

鶯
は
鳴
く 

い
ま
も
な
ほ 

じ
ゃ
が
た
ら
文
の 

お
春 

あ
は
れ
と 

歌
碑
は
昭
和
二
十
七
年
、
聖
福
寺
境
内
に
歌
人
の
上
野
初
太
郎
氏

が
建
立
し
た
。
五
月
の
除
幕
式
に
は
吉
井
勇
も
参
加
し
、
献
歌
を
詠

じ
た
。 

長
崎
に
来
る
旅
人
の
目
に
な
が
く
残
れ
よ
と
思
ふ 

碑
に
む
か
ひ
て 

 


